

参考
（例）
共同企業体協定書第8条に基づく協定書


　沖縄市の発注に係る下記業務委託については、共同企業体協定書第8条の規定により、本共同企業体構成員が分担する受託額を次のとおり定める。


記


１　業務名
　「沖縄市入札契約関連事務システム導入及び運用保守業務委託」

２　分担受託額（消費税及び地方消費税の額を含む）

競争入札参加資格申請受付システム構築及び保守業務　株式会社○○○○　　○○○○円
契約管理システム構築及び保守業務　　　　　　　　　株式会社○○○○　　○○○○円
電子入札システム構築及び保守業務　　　　　　　　　株式会社○○○○　　○○○○円

代表者　株式会社○○○○他○社は、上記のとおり分担受託額を定めたので、その証拠としてこの協定書正本○通及び副本１通を作成し、各構成員が記名押印の上、正本については構成員が各１通を保有し、副本については委託契約書に添えて発注者に提出する。
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